
















































































































































図 1 縄文のヴィーナス 長野県茅野市棚畑遺跡出土 高さ 27.0ｃｍ 重さ 2.14 ㎏ 縄文時代中期（前 2500～前 1500


















                                                   
1 JOMON vol.1 編集・発行 関俊彦、中矢伸一 発行所 特定非営利活動法人国際縄文学協会 2011
年発行 12.13 頁 
2 影の歴史 ビクトル・I・ストイキツァ 岡田温司・西田兼=訳 平凡社 12 頁 
3 プリニウスの博物誌 ―第 34 巻～第 37 巻― [縮刷版 第Ⅵ巻]  中野定雄・中野里美・中野美代訳 株




























                                                   
4 参考文献 16 と同書 第 35 巻 5・6[14~17] 絵画の起源 参照 






































                                                   










   


















 図 3「サテュロス像」7  図 4「農夫とサテュロス」8 
 図 5 「ニンフとサテュロス」9  図 6 「子どものサテュロス」10 
 
”踊るサテュロス“とは、紀元前 2~3 世紀につくられたとされる像で、イタリア・シチリア
島沖の海底から漁船の網に引き上げられ 1997 年にまず脚が、翌 98 年に胴体が奇跡的に発見さ
れたギリシャ古代彫刻である。 













                                                   
7 プラクシテレス作とされる、大理石 
8 ヤーコブ・ヨルダーンス作 1620 年 ブリュッセル王立美術館蔵 
9 ウィリアム・アドルフ・ブーグロー作 19 世紀後期 クラーク美術館蔵 























   
図 8 山形文壺型土器   
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ポンペイは紀元前 80 年にローマの地方都市となり、後 79 年にヴェスヴィオ火山の噴火によ
り埋没。当時の人口は 1 万 2000 人ほどとされる。1748 年に発掘開始されるも、実に 1700 年間
は噴火当日のまま封印されていた。 





 79 年、8 月 24 日午後 1 時、ヴェスヴィオ火山は 300 年の眠りから覚め大噴火を起こした。活












                                                   
12 週刊ユネスコ 世界遺産 No.18 イタリア・ポンペイ 講談社 参照 
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ぬ り こ み よ う
と分けて
使用している。 
               





















   
           












図 22 約 2 か月分のワックス原型 
  





















   
図 23 左：鋳込みの様子 ワックスは消失し、空洞になったところにブロンズが流れてゆく 








      







     
図 25                                                
    
図 26－1                     図 26－2 





















































































銅 88% 80% 75% 90% 85% 
錫 6～9% 4% 25% 2% 15% 
鉛  10%  1%  
亜鉛  2%  7%  
他の金属  鉄 4%    
図 28 LA FONTE D’ART 20 頁より抜粋 
 
[身近な金属] 
                
図 29 銅：コイン      図 30 鉛：釣りの重り 
   
図 31 錫：パイプオルガンのパイプ     図 32 亜鉛：電池 
 
                                                   











                             
図 27 ブロンズ肖像彫刻ペピ 2 世像  















                                                   
15 紀元前 3300 年頃 南部メソポタミアに移住してきたとされる民族 どこから来たかは不明 
24 
  







                        



















             













以下、「LA FONTE D’ART」（Christian hauser 著）を引用しその痕跡を紹介する。 
・・・アッシリア17の文献によってその例を見てみよう。 
                                                   
16 和銅博物館 総合案内 
絵図に表された製鉄・鍛冶の神像 鉄の道文化圏 金屋子神話民俗館 特別図録シリーズ１ 

















































仮定 A から思考 B となり結論 Z に至ったとき、最も洗練された Z が作品であるとする。この
精錬技術は作家にとって必要な「術」であるが、もう一つ必要とされる「術」があると私は考え














































2013 年 5 月 23 日~6 月 1 日に行った自らの個展「infuse」において、私は期間中に少しずつ
変形してゆく作品を目の前にまさにこの“腐敗”を体感していた（図 37）。 
            
                図 37  個展「infuse」会場風景 
                                                   
21 John Locke（ジョン・ロック）1632～1704 年、イギリス生まれ 研究分野：形而上学、認識論、悟性 
倫理学、政治哲学、心の哲学、教育哲学、科学哲学。主な概念：タブラ・ラーサ（経験論における白紙の
状態）、「被統治者の同意に基づいた政府」、自然状態、生命の権利、自由と財産権 













以下、約 10 日間の展示の記録を日ごとに抜粋して見ていく（図 38－1～38－5）。 
 
 
   




      
図 38－2  2013 年 5 月 26 日撮影 
 展示 3 日目、側面に寄ってみると中央部分が外側にたわんできていることが解る。 
 
  
図 38－3  2013 年 5 月 30 日撮影 




             
            図 38－4  2013 年 5 月 31 日撮影 
 展示 9 日目、自重の歪みに耐え切れず、裂けていくパラフィンの作品部分。 
 
 
図 38－5  2013 年 6 月 1 日撮影 
展示期間中、約 10 日間のなか毎日天井の低いうす暗い空間でその作品と過ごすことで私の感
覚がかわった。   
「腐敗している」と確信するようになったのだ。この時作品につけられた排水溝（歯）の位置
からして、私にはそれが棺桶に見えた（図 39）。 
                







     





















































                                                   













ンプルな現象の強さと難しさに改めて気が付くこととなった。          























           
           図 42 置かれることから解放されたブロンズ彫刻 




































したムードがある。（紀元前 6 世紀末、テラコッタ製、長さ 2.2 メートル）リラックスした雰囲
気のなかでの仲睦まじい夫婦の幸せそうな様子を表したものである。これは古代エトルリア文明
においての棺桶である。 














   






   












                                                   
24 ET IN ARCADIA ECO 墓は語るか 彫刻と呼ばれる、隠された場所 武蔵野美術大学美術館・図書館
編集・発行 17 頁 岡崎乾二郎著 
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25 デーヴィッド・ハーバート・ローレンス David Herbert Richards Lawrence 1885～1930 年 イギリ
ス・ノッティンガムシャー出身の詩人・小説家（長編、中編、短編）・評論・批評家・紀行作家・劇作家 





                






















                                                   
27 ET IN ARCADIA ECO 墓は語るか 彫刻と呼ばれる、隠された場所 武蔵野美術大学美術館・図書館
編集・発行 21 頁 
































    








                                                   















































                                                   





















     








































              
図 50 土間に穴を掘り鋳型を埋める様子 
                                                   
32 世界の葬送 125 の国に見る死者のおくり方 松濤弘道監修 「世界の葬送」研究会編 イカロス出版 
10～11 頁 









         




















                                                   

































































（図 52）。約 1 万 2000 年前の墓地。花で飾られた墓は４基が並び、そのうち１つには２遺体が埋
葬されていた。１万 5000 年～1 万 6000 年前の中石器時代、現在のイスラエル・ヨルダン・レ
バノン・シリアで栄えたナトゥーフ文化の時代に生きた人々だった。 
                                                   
















         




























                                                   
36「Proceedings of the National Academy of Sciences」誌オンライン版に 7 月 1 日付けで発表されたもの 


































                                                   
38 古代出雲文化展 80 頁「短論文 弥生墳丘墓の祭祀と古墳の祭祀」島根大学 渡辺貞幸著より一部抜
粋 
39 古代出雲文化展 81 頁「短論文 弥生墳丘墓の祭祀と古墳の祭祀」島根大学 渡辺貞幸著より一部抜
粋 











        
図 54－1 ミニチュア土器（神明原、元宮川遺跡）     図 54－2 小型土製品（西畑屋遺跡） 
   











                                                   


























           
図 55 
                    
図 56 
球体のカプセル内には 6.6 センチメートルの小さな愛染明王像、700 年間人目に触れず存在し
ていた。カプセルはヒノキ製、像は霊木として珍重されたビャクダン製の一木づくり、彩色は鎌
倉時代 13 世紀当時そのもので、大変鮮やかだった。 
                                                   





    
                    図 57 
 
甚目寺



























                                                   
















                 






   

















































図 60－1            図 60－2 
２宗教系統 
  
図 60－3               図 60－4 
３平和系統 
  







































図 60－7           図 60－8 
５地元系統 
  




































                 









































              





























































                






















     
    







































                  
   





   














に銀河のような構成をとることとなった（ 図 67）。 
 
   









               




   
























                                                   
44 2007 年 1 月の Cognition に掲載。 
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46 身ぶりと言葉 アンドレ・ルロワ＝グーラン 荒木亨＝訳 ちくま学芸文庫 466 頁 
47 脚注 49 と同書 466～467 頁 
70 
































                                                   
48 ヤン・シュヴァンクマイエルは、チェコスロバキア・プラハ生まれのシュルレアリストの芸術家、アニ
メーション作家・映像作家、映画監督。 
49 シュヴァンクマイエルの博物館 国書刊行会 82 頁 












































                                                   
51 洞窟のなかの心 デヴィット・ルイス＝ウィリアムズ 港千尋訳 講談社 388 頁 
72 
                 





























                                                   
52 洞窟のなかの心 デヴィット・ルイス＝ウィリアムズ 港千尋訳 講談社 370～371 頁 










































                                                   

















               












































図 70 で見る作品の中に 1982 年製の布のカレンダーがある。もちろんだが、1982 年にも 5 月 9
日があり、2 月 17 日があった(図 80)。 
   













                                                   
55 中原中也 悲しみからはじまる/佐々木幹朗・みすず書房 96～頁 
56「心身症の機長の操縦ミスにより羽田沖に日航機墜落・1982 年 2 月 9 日」「メキシコ南部エルチチョン
火山大噴火、日本でも異常気象・3 月 29 日」「アルゼンチン軍がイギリスと領有権を争っていたフォーク
ランドを占領・4 月 2 日」「キャノンが完全自動化カメラスナッピィ 50 を発売・7 月 9 日」「ソニーが世界
初の CD プレーヤーCDP‐101 を発売・10 月 1 日」「映画 E・T 公開・12 月 4 日」・・・など 
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57 対象喪失 悲しむということ 小此木啓吾著/中公新書 50 頁 























































       
     
80 
  
図 82 イスタンブール考古学博物館陳列棚の一部（全 7 枚） 
 
トルコという土地はメソポタミア（現在のシリア・イラク）とエトルリア（現在のトスカー



















                                                   
59 バビロニア ジャン・ボッテロ著 松本健監修 創元社 
 ET IN ARCADIA ECO 墓は語るか 彫刻と呼ばれる、隠された場所 彫刻論集  
武蔵野美術大学美術館・図書館 編集・発行 
81 
    
  


















                                                   
60 現在のギリシャ 
61 プリニウスの博物誌―第 34 巻～第 37 巻― 中野定雄・中野里美・中野美代訳 1377 







   
図 84－1 彫刻の施された棺 
  






















図 85「あの時の今」2012 年 
 
また、陳列館での展示は、個人的な記憶と人類の共通の記憶の差についても考えるきっかけとな












   

































































図 89－1                   図 89－2 
 
作品「溶ける身体」と「あとに残るもの」  
   














    





    


























































































             












































































                                                   
62 ArtWatching 「現代美術編」[監修・執筆]中村英樹＋谷川渥 美術出版社 56~58 頁 

















              
図 93  
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64 みやなが・あいこ 1974 年京都市生まれ ナフタリンの作品以外にも「音」を用いる。時間と空間の
中での事物の生成と消滅を捉えるような作家 








































   
 


















    












































   


























        










































          








           
図 116 展示スペースと作品 
          





































































   
図 118 「urn」制作過程 
                                                   






















   
図 121 
 鋳込んでから 2 時間ほどたってから型を崩す。鋳込んだブロンズの熱が伝わってくる。まだ
温かい（図 121）。 
            


































          
図 124 
 素材はワックス、ブロンズ、鉄、真鍮、アルミニウム、貝、ガーゼ、木、主に以上の素材で




素材は真鍮、砂。本論 88 頁で登場したツェッペリン号（2012 年制作）と 2013 年個展「in-U-」


































































素材は左に配置したものがブロンズ（無垢）「melt/model」（図 128）。これは 2011 年夏、熱に


















５ ポケットに彫刻を  





















































              














                                                   
68 「芸術新潮」2013 年 2 月号 小林秀雄・美を見つめ続けた巨人 新潮社より抜粋 
69 「葬儀の民俗学 古代人の霊魂信仰」筒井功著 河出書房新社 61、62 頁より一部抜粋 
123 
であっただろうし、それを刻んだ小石を持つことでお守りとしていたことは私には自然なことに
思えるのだ。                
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以上、本論に記載順 
